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資料 在 12-1 


BIM ライブラリーコンソーシアム 


第 12 回 在り方部会 
 


議事次第 


 


日時：平成 30 年 5 月 10 日（木）16:00~17:30 


場所：建築保全センター 会議室 


 
１．開会 


 


２．議事 


 


（１）前回議事録の確認 


 


（２）平成 29 年度活動報告の在り方部会の抜粋 


 


（３）平成 30 年度総会・シンポジウム関係資料 


・総会、シンポジウム プログラム 


・業務方針、業務計画（案） 


・BLC BIM オブジェクト標準の取扱い（案） 


・全体活動計画 


 


  （４）意見交換 


 


 


3．閉会 


 


 
会議資料一覧 


 
 


 資料 在１２－１   議事次第 


 資料 在１２－２   前回議事録（前回議事次第に代えて） 


資料 在１２－３   平成 29 年度活動報告書（案）(抜粋) 


資料 在１２―４－１～５ 


   平成 30 年度総会関係資料 


 
 


次回    日時 ：  臨時総会前の９月を予定  16:00~17:30 


       


      場所 ：   建築保全センター 会議室 


 


 








資料 在 12－2 


資料 在 11－1 


BIM ライブラリーコンソーシアム 


第 11 回 在り方部会 
 


議事次第 
 


日時：平成 29 年 11 月 2 日（木）16:00~17:30 


場所：建築保全センター 会議室 


１．開 会 


 


２．議 事 
 


１）BLC 新規入会企業のご紹介 


   ・部会長挨拶 


・三菱電機㈱、（㈱リクエストシステム） 


・入会予定：空調機器メーカー：日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ㈱､（日立ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ空調㈱） 
 


２）前回 9/7：第 10 回 議事概要の確認 
 


３) BLC 運営会議:集中会議概要報告 


 ・｢在り方部会概要報告｣ 


 ・BLC 運営会議概要 


 ・BLC 仕様概要説明 
 


４) NBS に対する BLC 仕様質疑内容について 
 


５) マーケティングリサーチの方向性について 
 


６) その他 


 


３．閉 会 


会議資料一覧 
  


資料 在 11- 1 議事次第 


資料 在 11- 2 在り方部会メンバーリスト 


資料 在 11- 3 第 10 回在り方部会 9/7 議事概要(案) 


資料 在 11- 4 BLC 運営委員会集中会議概要報告 


資料 在 11- 5 NBS に対する BLC 仕様質疑資料 


資料 在 11- 6 マーケティングリサーチの方向性資料 


資料 在 11- 7 各部会予定表 


 


次回会議日程 


 


日 時： 平成 30 年 1 月 11 日（木）16:00～17:30 


       場 所：  （一財）建築保全センター 会議室 







資料 在 11－6  


 
マーケティングリサーチの方向修正について 


 


合同会議の意見を受けて、マーケティングリサーチの内容を次のように修正する。 


 


■調査目的 


１．ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの参加動向、参加者数を把握する。 


→ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの参加動向を把握する。 


２．期待されるサービス、料金、取り組みなどを把握する。 


→期待されるサービス、取り組みなどを把握する。 


３．ＢＩＭライブラリーが構築されることとそのメリットを幅広く知らせる。 


→修正なし 


 


■調査方法 


［調査１］ 


①文書によってユーザー意見を把握すること（ＢＬＣ会員）  ［年内を予定］ 


  


［調査２］ 


②ソフトウェアベンダーへのヒアリング［年内を予定］ 


 


その後、広く 


③ＢＩＭライブラリーのＰＲ 


［第１回目２０１８年の初めを予定］ 


［その後第２回目は２０１８年の総会に合わせた頃を予定］ 


 


メーカーへの対応は別途検討 
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◆◆◆◆◆◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 


ＢＩＭライブラリ－コンソ－シアム平成 30 年度 第 1 回定時総会開催のお知らせ（案） 


開催日：平成 30 年 5月 21 日（月） 


━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆◆◆◆◆◆ 


会員各位 


拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 


さて、この度下記のとおりＢＩＭライブラリ－コンソ－シアムの平成 30 年度第 1 回定時総会を開催いたします。 


 ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上ご出席いただきますようご案内申し上げます。 


また総会、シンポジウム後、別会場にて交流会を行います。皆様のご出席をお待ちしております。 


なお、定時総会そして交流会の出欠席につきましては、別添用紙にて事務局宛お申込みいただきますよう併せて 


お願い申し上げます。 


また、正会員、特別会員共お二人以上のご参加が可能ですので、複数名ご参加を希望する会員様につきましては、 


参加申込書の同伴者のところにご記入いただき、お申し込みくださますよう重ねてお願い申し上げます。 


敬具 


記 


【平成 30年度 第 1回定時総会】 


[日時] ：平成 30 年 5 月 21 日（月） 14：00～15：00（受付 13：30 より） 


[場所]  ：ＴＤＢ（東京ダイヤビルディング）ホール・・・別添の案内図参照 


      東京都中央区新川 1－28－23 東京ダイヤビル 5号館 1F 


   [式次第]： 


１． 開会 


２． 来賓あいさつ 


３． 議長選出 


４. BIM ライブラリーコンソーシアム代表挨拶 


５．議事録署名人の選出 


６．議事 


  1）平成 29 年度活動報告 


  2）審議事項 


          第 1 号議案：平成 29 年度 決算（案） 


第 2号議案：平成 30 年度 業務方針及び業務計画（案） 


第 3号議案：平成 30 年度 予算（案） 


第 4号議案：BLC BIM オブジェクト標準(BLC 標準）の取り扱い（案） 


       3）報告事項 


         平成 30 年度部会等の開催スケジュールについて 


     ７．閉会 


 


 ＜ 休  憩 ＞ 


 


【シンポジウム】 







［資料 在 12-4-1］ 


 


 


   [時間]   ：15：30～17：30 


[タイトル] ：『維持管理・FM 段階での BIM 活用に向けて －今後の活動の視点から』 


   


  ・ご発表 


    日本郵政株式会社    土田 真一郎様 


 


  ・討論 


    パネリスト 


日本郵政株式会社   土田 真一郎 


   在り方部会長    安田 幸一  東京工業大学大学院教授 


    建築部会長      志手 一哉  芝浦工業大学教授 


    設備部会長      一ノ瀬 雅之 首都大学東京准教授 


    運用部会長      山本 康友  首都大学東京客員教授 


コーディネータ   寺本 英治  BLC 事務局長/保全技術研究所長 


【シンポジウム趣旨】 


    BIM は本来、建築物のライフサイクルにわたって活用されることを目標として開発され、また維持管理・FM


段階でより大きな効果を生じると認識されており、現在 BIM の技術開発もこの領域に注目しています。シン


ポジウムでは、このテーマについて、どのような視点が必要であり、またどのような取り組みが行われてい


るかを紹介していただき、その後 BIM ライブラリーコンソーシアムの各部会長を交えて意見交換を行い、こ


のテーマへの認識を深めることを予定しています。 


 


【総会終了後、別会場にて交流会】  


[時間]：17：45～19：00  


   [場所]：上海国際ビル 2 階会議室（建築保全センターの隣のビルです）・・・案内図参照 


        東京都中央区新川 1-24-12 


[交流会参加費]：3,000 円／人（予定） 


申込方法は別添用紙にて 5月 16 日(水)までに（厳守）、FAX もしくはメールにてお申込みください。 


申込み・問合せ先：（一財）建築保全センター内 BIM ライブラリーコンソーシアム事務局     


                 担当：池田、山中、水澤 


       bim＠bmmc.or.jp  Tel 03-3553-0070  Fax 03-3553-6767 


【案内図】 
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[総会]：ＴＤＢ（東京ダイヤビルディング）ホール 


        東京都中央区新川 1－28－23 東京ダイヤビル 5 号館 1F 


          http://www.dbtec.co.jp/service/conferenceroom/tdbhall.html#anc01 


[最寄駅]： 東京メトロ 「茅場町駅」 東西線  3 番出口 徒歩 10 分 


日比谷線  1 番出口 徒歩 8分 


JR 京葉線 「八丁堀駅」 B4 番出口 徒歩 8 分  


     （交流会）：上海国際ビル 2 階会議室（建築保全センターの隣のビルです） 


           東京都中央区新川 1-24-12 


  



http://www.dbtec.co.jp/service/conferenceroom/tdbhall.html#anc01
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BIM ライブラリーコンソーシアム事務局宛 


≪ＢＩＭライブラリ－コンソ－シアム≫平成 30年度 第 1回定時総会 参加申込書 


 


総会出欠席 及び 交流会出欠席 


 


     □総会出席    □総会欠席 


              総会欠席の会社様は委任状の提出をお願いします。 


            ＜委 任 状＞ 


                □平成 30 年度第 1回定時総会における議決権行使に関わる 


一切の権限を議長に委任します。 


                   □正会員     □特別会員 


 


             企業名・団体名：                            


 


所属：                 電話番号：               


 


氏名：                  


 


Ｅ－ｍａｉｌ：                              


 


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


同伴者① 


所属：                 電話番号：              


氏名：                    


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


同伴者② 


所属：                 電話番号：              


氏名：                  


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


同伴者③ 


所属：                 電話番号：              


氏名：                  


交 流 会：  □参加   □不参加 
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申込み・問合せ先：（一財）建築保全センター内 BIM ライブラリーコンソーシアム事務局 


                           担当：池田、山中、水澤 


bim＠bmmc.or.jp  Tel 03-3553-0070  Fax 03-3553-6767 


（正会員、特別会員、各位用） 








第 2号議案 平成 30年度 業務方針及び業務計画（案）   


 


平成 30年度 業務方針及び業務計画（案）について、以下のとおり提出する。   


 


1. 業務方針 


(a)概要 


平成 30 年度はコンソーシアム設立から 4 年目にあたり、ライブラリーの構築に取り組む年度であ


る。このため、コンソーシアムの設立趣旨、建設業界の ICT 化の動向を踏まえ、前年度までに概成し


た BLC BIMオブジェクト標準(以下「BLC標準」という。)の確定・公表、BIMライブラリー構築条


件の整理・確定等を行う。 


具体的には、前年度の BIMライブラリー構築・運営のビジネスモデルの確定と具体化、BLC標準の


関係者での確定プロセスと著作権を含む知的財産権の取り扱いの合意と公表、BIM ライブラリーの運


用に必要な著作権、契約、その他必要な規則類を確定すること等がある。 


また Stem試行サイトを活用し、新たに構築する BIMライブラリーの画面設計の試行、BLC標準に


基づく BIMオブジェクトの試行的作成等を行う。 


さらに関係団体、今後想定されるユーザー、メーカー等に幅広く情報発信をすることが重要である。 


以上を整理し、次の４項目を重点項目とする。 


・BLC標準の関係者での合意のもと、確定、公表を行う。 


・ビジネスモデルの検討を整理し、受益者負担の原則による効率的な BIMライブラリーを構築する。 


・運用に必要な著作権、契約、その他必要な規則類を確定する。 


・関係団体、ユーザー、メーカー等に幅広く情報発信をする。 


 


(b)検討すべき論点 


  検討すべき論点を以下に示す。 


a. BIM ライブラリーの在り方に関する論点 


ビジネスモデルの整理・確定が最も大きな論点である。また年度後半には、運用・維持管理段階に


必要な情報について検討を開始する。 


b. BLC 標準に関する論点 


BLC 標準作成の合意事項に沿って、前年度に概成された建築・設備のオブジェクト標準をユーザ


ー等の視点から最終的に確認し、確定することが重要である。このプロセスで、英国 NBSの BIM


オブジェクト標準、間もなく確定される ISO19650等の国際標準との整合が論点である。 


c. 運用ルールと著作権に関する論点 


前年度に作成された運用に関する 4つの規約を、民法改正（2020年予定）動向を踏まえ確定する。 


d. その他技術的事項 


形状を持たないものの取扱い、パラメトリックな製品の取扱い等は、BIM オブジェクトの実装化


の段階で検討するとともに、関係業界への説明を行う。 


  







2. 業務計画 


(a)総会 


  5月に定時総会を開催するほか、BIMライブラリー構築着手前に臨時総会を開催する予定である。 


(b)運営委員会 


予算の作成、業務方針等の企画立案、コンソーシアムの運営等の活動に必要な決定を行う。 


(c)在り方部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、WGとともにビジネスモデルを確定する。また年度後半からは、


COBieに加えて、運用・維持管理段階に必要な情報の検討を行う。 


(d)建築部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、２つのWGとともに、建築系 BLC標準の確定・拡大を行う。


また一般社団法人 日本建設業連合会と共同で、仮設に関するオブジェクトの検討を行う。 


(e)設備部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、２つのWGとともに、設備系 BLC標準の確定・拡大を行う。


また年度後半は、運用エネルギーを中心に、運用・維持管理段階に必要な情報の検討を行う。 


(f)運用部会 


2~3か月に 1回程度、部会を開催し、規約検討WGとともに、BIMライブラリーの運用に関する規


約等を確定する。 


(g)事務局 


会員管理、経理等の実施、部会活動の計画・支援を行う。また BLC 標準の取扱い、Stem 試行サイ


トの活用のほか、会員、外部への情報発信を強化し、会員拡大に務める。 


 








第 4 号議案 BLC BIM オブジェクト標準(以下「BLC 標準」という。) 


の取り扱い（案）   


 


BLC 標準の取り扱いについて次のとおりとする。なお、BLC 標準とは、標準及びそれを構成するす


べての文書、データを指す。 


 


1. BLC 標準の確定の手順について 


 


BLC 標準の確定は、以下の手順による。なお、BLC 標準は、①BLC の管理情報、② IFC(*1)に基づ


く情報項目、③NBS(*2)共通に基づく情報項目、④NBS データに相当する情報項目、⑤COBie(*3)に


基づく情報項目から構成される。日本の設計・調達・施工実態を考慮して作成された部分は、主に①、


④であり、基本的にはこの部分に関する意見を募集する。 


 


平成 30 年 8 月末 


 


 


BLC 標準(案)を BLC 会員及び公共・民間の発注組織、公共の研究組織に提示 


 


3 週間 


 


 


BLC 標準(案)に関する意見を募集 


 


平成 30 年 9 月末 


 


 


BLC 標準(案)を修正後、BLC 標準として確定 


(注) 


*1：IFC は ISO 16739 に定める Industrial Foundation Classes を指す。 


*2：NBS は、英国の RIBA(王立建築家協会)の下部組織である National Building Specification(標準 


仕様書協会)を指し、ここが BIM オブジェクト標準を作成している。 


*3：COBie は、Construction-Operations Building Information Exchange を指し、完成段階の施設情 


報を運用・維持管理に利用するための情報である。 


 


 


2. 確定後の BLC 標準に関する著作権を含む知的財産権の取り扱いについて 


 


(1) 著作権を含む知的財産権は、BLC 標準に準拠して作成された形状情報及び属性情報に関しては、提


供または作成したメーカー、ソフトウェアベンダー等に帰属し、BLC 標準のその他の部分に関して


は、BIM ライブラリーコンソーシアムに帰属するものとする。 


(2) BLC 標準に則って作成された BIM オブジェクトは、それを示すマークを BIM ライブラリーコンソ


ーシアムが付与する。 








全体業務計画(案)   


20180507 


 


年 度 


 


 


活動実績及び活動計画 


 


平成 27 年度 


(2015 年度) 


○BIMライブラリーコンソーシアム設立 


○論点整理、活動目標の設定 


○BIMライブラリー等に関する基準、海外情報等の共有化 


 


 


 


平成 28 年度 


(2016 年度) 


 


○BIM ライブラリーの在り方等、論点に関する議論と整理 


○Stem、BE-Bridge をグローバル化の視点から見直し 


○建築、設備の BIM ライブラリーオブジェクトの標準の検討と整理 


○Stem、BE-Bridge 登録内容の充実 


○BIM ライブラリーに関する著作権、契約等の検討と整理 


○Stem 試行サイト等で建築、設備のオブジェクトの一部試行と検証 


 


 


平成 29 年度 


(2017 年度) 


 


○BIM ライブラリーの在り方等、論点に関する整理 


○建築、設備の BIM ライブラリーオブジェクトの標準の整理 


○Stem、BE-Bridge 登録内容の充実 


○BIM ライブラリーに関する著作権、契約等の整理 


○BIM ライブラリーのビジネスモデルの整理 


 


 


 


 


平成 30 年度 


(2018 年度) 


 


○BIM ライブラリーのビジネスモデルの確定 


○BIM ライブラリーオブジェクト標準(BLC 標準)の確定プロセス 


及び同標準の著作権を含む知的財産権の取扱いの合意 


○BLC 標準の確定、継続的拡大 


○Stem 試行サイトでの画面設計、BLC 標準に基づくオブジェクトの試


行作成 


○BIM ライブラリーの運用に必要な規約の確定 


○BIM ライブラリーの構築 


○COBie に追加する運用・維持管理段階に必要な情報の検討 


 


 


 


平成 31 年度 


(2019 年度) 


 


○BIM ライブラリーの構築、データ入力 


○BIM ライブラリーの試行運用とその検証(モニタリング) 


○BLC 標準の継続的拡大 


○COBie に追加する運用・維持管理段階に必要な情報の検討 


 


 








維持管理・FMの課題認識
2018.05.10


企画・設計・積算・
調達・施工


建物の保全
[点検劣化、更新通知、改
修履歴]（建築部会）


資産管理（台帳、FM）
（在り方部会＋専門家）


新技術
[センサー、IoT、GIS等]


個の建物から
群の建築・都市へ


引渡し


［課題］
・建物完成時に向けて
設計者・施工者に蓄積
された情報が散逸。
・所有者・維持管理者
にわたる情報は少ない。


運用・エネルギーマネジ
メント（設備部会）


［課題］
・維持管理・ＦＭ業務の定義を明確にする必要がある
・各々の維持管理・ＦＭ業務に必要な情報が定義されていない
・「引き渡される情報」と「維持管理・ＦＭで利用される情報」
とがマッチしていない
・COBieの内容不足（現在は保証等のデータだけである）
［現状は、情報が川上から流れてくるだけであるが、運用・維持管
理から必要な情報を確認して、川上に求めていく必要がある。］


運用
維持管理
の開始





